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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   駒岡こども園 

報告作成日：     2020 年  11 月 1 日  （評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2020 年 7 月下旬～2020 年 8 月下旬】 

・評価機関の担当者より、施設長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通

評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2020 年 10 月 5 日～2020 年 10 月 16 日】 

・配布：全園児の保護者（27 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2020 年 9 月 18 日】  

■9 月 18 日 

①午前：・事業者面接調査【共通評価基準】（施設長） 

・各クラスの保育観察（全クラス） 

・書類調査 

②午後：・事業者面接調査【内容評価基準】（施設長） 

・書類調査 

・各クラスの保育観察（全クラス） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：2020 年 9 月 18 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社こどもの森が運営する駒岡こども園は、東急綱島駅よりバスで 15 分の場所にあり、周辺はマンシ

ョン等の住宅街に囲まれ、園は鉄筋コンクリート造 5 階建ての 1 階部分に位置し、園庭もあります。園の定

員は、30 名（0~5 歳児）、開園時間は、平日 7 時 00 分～20 時 00 分、土曜日 7 時 00 分~19 時 00 分です。  

保育室は玄関を入り左側が主に 0～2 歳児の乳児が過ごすスペース、右側が 3～5 歳児の幼児が過ごすスペ

ースになっています。保育所はお手洗いを中心に右と左に保育室があります。左右の保育室は壁や仕切りが

なく自由に行き来出来るバリアフリーになっており、床は厚みを感じる木製フローリングです。0 歳児クラ

スは扉を閉めることで別室の空間を作ることが出来、ゆったりと過ごせるスペースになっています。また 1

～2 歳児は活動によって柵を用意し、年齢に合わせた活動をゆったりと行えるように工夫しています。また

食事のスペースと眠るスペースを分けることで、個々の生活リズムに応じた環境づくりに取り組んでいます。

3～5 歳児は異年齢で過ごすことで学べる機会を設けたり、各クラス別の年齢に合った活動に取り組んでいま

す。保育室には、家庭的な家具が置かれ、またキッチンがカウンター越しに見られるなど、園全体が家庭的

な雰囲気を感じさせます。事務室は 0～2 歳児の乳児が過ごすスペースと 3～5 歳児の幼児が過ごすスペース

の間に位置し、子どもたちの声や様子がよく把握できるようになっています。また、事務室から玄関に向け

て窓があり、そこから玄関の様子を見られるようになっています。園庭の真ん中には大きく茂ったどんぐり

の木と子どもたちが 6 人くらいは入れそうな木製の小さなログハウスと砂場があります。ログハウスの中に

はバケツやシャベルやプラスチック製の食器が整理されており、子どもたちは自由に遊び道具を使いながら

遊ぶことができる環境となっています。 
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1．高く評価できる点 

〇保育内容について保護者とのコミュニケーションが図られています 

 日頃の送迎時や連絡帳などを通して、保護者とのコミュニケーションが図られています。また、園での子

どもたちの様子は、園の重点目標として掲げている「あいさつのできる子」「じょうぶなからだの子」「おも

いやりのある子」に沿って、日常の子どもたちの仕草や興味などを踏まえ、個々の具体的なエピソードとし

て、園だよりなどで園長や各クラス職員から伝えています。また、運営委員会では母親だけでなく、父親の

参加も積極的に促すことで、幅広く保護者の意見を取り入れる姿勢が見られます。運営委員会、懇談会等で

得られた「職員の名前が分かるようにしてほしい」「芋掘りの実施」「手先を使った遊びを取り入れて欲しい」

などの保護者の意見に対して、「一人ひとりの職員がワッペンをつける」「芋掘りの実施」「職員の手作りで、

手先を使った玩具を作る」などの取り組みが行われました。このように、園での子どもたちの様子を具体的

なエピソードとして伝えるとともに、保育に関する保護者からの意見を取り入れるなど、日頃から保育内容

に関するコミュニケーションが図られています。 

 

○家庭的な雰囲気の中で保育が実践されています 

 園全体が一つの大きな家族のように過ごす配慮がなされています。設備面については、玄関を入ると、床

は厚みを感じる木製フローリングで保育室内は家庭的な家具が置かれ、またキッチンがカウンター越しに見

られるなど、園全体が家庭的な雰囲気を感じさせます。子どもたちは、日常から異年齢で過ごす時間の中で、

自然と兄弟のような関係性が育まれ、年下の子どもが年上の子どもに憧れ、さまざまなことに挑戦したり、

年上の子どもが年下の子どもの面倒を見るなどの姿が見られます。職員も担当クラスはありますが、他のク

ラスの子どもも一緒に保育するという姿勢があり、これが園全体が大きな家族として生活する雰囲気を醸成

しています。そのため、保護者からは「クラスを超えてどの職員の方も子どもたちとかかわっている」とい

うような意見も出されています。 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇園内研修、外部研修などを通して職員の育成に努めています 

毎月園では、職員が順番に講師となり園内研修を実施しています。園内研修の内容については職員からの

提案をもとに、園長と共に園に必要な内容を検討し実施しています。内容として、保育に直接関連する事だ

けでなく、「正しい日本語について」など幅広く学んでいます。法人主催の研修は、経験年数別の研修や役職

ごとの研修、また新人職員に対しては合宿で行われる研修などがあり、一人ひとりの職員の育成に努めてい

ます。自治体等が主催する外部研修では、障害に関する研修や子どもの人権に関する研修などに参加すると

ともに、年間を通して毎月リトミックの外部研修に参加し、資格取得にもつなげています。 
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3．工夫・改善が望まれる点 

〇職員一人ひとりの目標設定を振り返る仕組みづくりが望まれます 

職員は年に 2 回スタッフシートを通して、具体的な保育内容について振り返っています。振り返った内容

について施設長との面談を通して客観的に見直すとともに、今後の保育につなげています。また、日頃の保

育の様子を撮影し、客観的に保育を振り返る機会を設けています。さらに、保育所全体での職員一人ひとり

による自己評価も実施しています。今後は、自己評価された内容について、一人ひとりの職員が具体的な目

標設定を記載し、振り返る仕組みを作ることで、さらなる保育の質の向上、及び専門的技術の向上が期待さ

れます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2020 年 9 月 18 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0・1 歳児クラス 

観察時は 0～5 歳児クラスの子どもたちが、保育室に集まって朝の会を一緒に行っていました。0 歳児

の子どもたちは、お兄さんお姉さんが歌ったり踊ったりしている様子を、木製のロータイプのベビーチ

ェアに座りながら、時折、笑ったり手を挙げたりしながら参加しています。朝の会が終わると、主に過

ごす保育室へ移動します。 

保育室には高さ 1 メートルほどの可動式の本棚があり、その本棚を間仕切りとして動かすことで、キ

ッチンカウンタ―の横のスペースに小さな部屋を作っていました。その中で 0 歳から 1 歳の子どもたち

は自由に歩いたり寝ころんだりしながら好きな絵本を手に取り、ページをめくったり、棚にあるブロッ

クで遊びを始めました。保育者は子どもと同じスペースに座り、一人ひとりの子どもたちの様子をそば

で見守っています。その際に子どもたちの自発的な活動を大切にするとともに、必要に応じて遊び方を

見せるなどのかかわりをしていました。また、部屋の中で子どもたちが近づきすぎてしまう時などは、

さりげなく子どもの興味を引きつけて別の遊びに誘うなどのかかわりも見られました。自由に転がって

遊ぶ子どもたちは、時々、保育者の膝の上に乗り触れ合い遊びも楽しんでいました。 

その後、子どもたちはキッチンカウンターの前にあるやや広めのスペースに移動し、寒天で作ったゼ

リーで型抜き遊びをはじめます。0 歳児の子どもたちは、同じテーブルに座っている 1 歳児の子どもた

ちの遊ぶ様子を見て、ゼリーを手に取って泥遊びのようにまるめたり握ったりしながら感触を楽しんで

いました。1 歳児クラスの子どもたちは、保育者の「冷たいね」などの言葉のやり取りを楽しみながら

型抜き遊びをしていました。ひとしきり遊んだあと、ゼリーのついた手を洗うために保育者は子どもを

抱き上げて手洗い場へ連れて行きました。0 歳児の子どもたちは蛇口に向かって両手を出し、手を洗い

たい素振りを見せます。保育者はその手に泡石鹸をちょこんと乗せ、泡と一緒に両手をくしゅくしゅと

洗ってあげた後、ペーパータオルで拭いています。ゼリーでべたべたになった床も保育者が綺麗に清掃

し、いつでも子どもたちが裸足で気持ちよく遊べる環境に整えています。 

目の前にあるキッチンスペースからジュージューと料理をする音と美味しそうな匂いが流れてきて、

まるで家庭にいるような雰囲気と、もうじきご飯だということを五感で感じることが出来ます。 

食事は、食べやすいよう隣の子どもと間隔を取り、1 歳児の子どもたちは自分でフォークを握り、上

手に食べ物をすくって口に運んでいきます。0 歳児は保育者が楕円形のテーブルの中心に座って、どこ

とも向かい合えるようにしています。保育者がスプーンで介助する子どももいますが、自分でフォーク

を持って食べる子どももいました。食事の途中、眠くなったためか食べるのを止め、泣く姿が見られた

0 歳児の子どももいましたが、保育者がゆったりと落ち着いて、表情穏やかに子どもを抱きかかえるこ
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とで、子どもも次第に泣き止み、落ち着いて食事を続けていました。 

昼食が終わると、眠い子どもからすぐそばに敷かれた布団に寝そべり午睡に入ります。まだ眠りたく

ない子どもには保育者が傍に寄り添い安心すると、次第に眠りについていました。 

 

 

□2 歳児クラス 

0~5 歳児が参加する朝の会の後、十分に体操で体を動かした子どもたちは、お手洗いの前に並んで順

番にトイレに行きます。おむつが必要な子どもは、トイレ入り口の左横にある棚から自分のおむつを取

り出し保育者に手渡していきます。自分でおむつを履ける子どもには、保育者がおむつを上げる動作を

見せ、子どもが一人でできるよう援助したり、下着のシャツを胸元から降ろすのは子どもが一人で行い、

ズボンに下着を入れるのは保育者が行うなど、保育者は始めから終わりまですべて手伝うのではなく、

個々の子どもたちの様子を見ながら、必要に応じた援助をしています。 

その後、保育者から名前を呼ばれた子どもは元気よく返事をして、首に日よけの付いた黄色い帽子を

もらい自分で被ります。上手く被れていない子どもには、保育者がさりげなく被りなおさせています。

子どもたちは玄関に行き自分の靴を靴箱から取り出して、保育者に援助されることなく自分で靴を履い

ていきます。 

玄関の扉のそばでは、保育者が子どもたちの準備を見守っています。靴下を片方しか履かずに靴を履

こうとしている子どもに、「あれ？新幹線が出来てないよ？」と子どもが気づけるように話しかけると、

「ほんとだぁ」と気づいていました。また、左右逆に靴を履いている子どもには「あれ？左の靴がバナ

ナみたいね」と声をかけると、子どもは自分で正しく履き直し、元気いっぱいに「行ってきます」と言

って園庭へ出ていきました。保育者は子どもたちにヒントを出し、自分たちで気付けるよう、一人ひと

りの子どもたちの自律を促しています。 

園庭の真ん中には大きく茂ったどんぐりの木と、子どもたちが入って遊ぶことが出来る木製の小さな

ログハウスがあります。ログハウスの中にはバケツやシャベル、プラスチック製の食器が整理されてお

り、子どもたちは自由にその道具を使ってお店屋さんごっこをしたり、砂場で小石やどんぐりを拾い、

集めたりするなど様々な遊びをしていました。砂場を掘っていた 3 歳児の子どもが見つけた幼虫を見せ

てもらい、一緒に遊んでいた 2 歳児の子どもが大喜びする姿も見られました。 

園庭から帰ってきた子どもたちは、扉を閉めることで一つの部屋になる保育室でブロック遊びをしま

す。窓を開け外の風を入れて換気しながらも、エアコンを使い過ごしやすいように温度を調節していま

す。ブロックを使って、いろいろなものに見立てて作品をつくっていきます。保育者はその様子をそば

でそっと見守っています。思い思いの作品を作って遊び終わったあとは、子どもたちは自分でブロック

を箱に片づけて順番に手を洗いに行きます。子どもの身長にちょうどよい高さに設置された手洗い場で

すが、洗いにくそうにしていた子どもの様子に気づいた保育者が、さりげなく子どもの足元の可動式の

踏み台を調整して、子どもがひとりで手を洗いやすいように配慮していました。蛇口は水が自動で出る

タイプではなく、スワン型の蛇口の横についたハンドルを回して水を出すタイプです。2 歳児の女の子

がやってきてハンドルを回しても、きつく締まっていたのか回らないようで水が出てきませんでした。

何度か回して困っていたところへ、隣の蛇口に手を洗いに来た 2 歳児の男の子がその様子に気づき、代
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わりにハンドルを回してあげていました。硬くてなかなか回せず、何度目かのチャレンジで水が出たと

きは、２人ともとても嬉しそうな笑顔を見せました。 

お昼が近づき、ご飯を作る匂いが部屋中に流れてきます。保育者は手遊び歌を歌いながら、手を叩い

たり握ったり、左右のグーの手を重ねて頭に乗せたりする姿を子どもたちに見せます。子どもたちも手

を叩いたり頭にグーのこぶしを乗せたりなど、一生懸命に保育者の動きに合わせ手を動かします。そし

て「とんとんとんとん」のリズムに合わせ、保育者が「ご飯食べたい人～！」と子どもたちに尋ねると、

子どもたちは元気よく「はーい！」と片手を大きくあげて返事をしていました。 

午睡が終わり、おやつも食べ、帰りの時間までたっぷり遊んだ子どもたちの髪を保育者がとかし整え

ます。髪の長い子どもは動きやすいように編み込んだりしながら、１人ひとり違う髪形へと整えていき

ます。結んでもらった子どもは保育者の膝に乗ったり、スキンシップを取りながらゆったりと過ごして

いました。 

 

□3 歳児クラス 

朝の会での朝の体操が終わり、年齢の小さい順にお手洗いへ行っていました。2 歳児がトイレに行っ

ている間、子どもたちは保育者とじゃんけん遊びで盛り上がっています。そして 2 歳児が終わるころ、

子どもたちに保育者がトイレに行くことを促し、順番にトイレへ行きます。順番でけんかになることも

なく、どの子どもも自分の順番が来ることを落ち着いて待っています。トイレが終わると、玄関付近で

保育者に名前を呼ばれ、「はーい」と元気よく返事をし、日よけの付いた黄色い帽子を受けとった子ど

もから玄関へ向かいました。お互いがぶつかることなく順番に靴箱から自分の靴を取り出し、靴の中に

あらかじめしまってある靴下を履き「行ってきます」と元気よく外へ駆け出していきます。園庭の砂場

をシャベルで深く掘り、３センチほどの大きさの幼虫を見つけると、大興奮していた子どもたち。もっ

と何かいないかと、競うように砂場を掘ります。数ミリの幼虫を探し当てた子どもが、つぶさないよう

に手のひらに乗せて誇らしげにみんなに見せにいきます。子どもたちは「見せて見せて」と大盛り上が

り。さらに何かいないかと、子どもたちが砂場に集まります。 

園庭遊びから帰った子どもたちは、順番に手を洗っていきます。手洗い場は子どもが 2 人並んで洗え

るようになっていますが、手を洗った子どもが両手についた水を手洗い場で振り払うと、横にいた子ど

もがさりげなく濡れた手を振らないよう伝えます。すると手を振った子どもは、「悪いことをしたな」

という照れた表情を浮かべ、互いにアイコンタクトをし、その場をあとにしました。 

その後、子どもたちは、キルティング生地に綿を入れ３０センチほどの棒状にした竿で釣り遊びをし

ていました。魚はフエルト生地で立体的に作られていて少し重みもありそうです。子どもたちは「クジ

ラを釣ってみて」「今度は赤い魚を釣ってみて」と声をかけ合いながら、糸の先に付いた小さな磁石と

魚についた小さな磁石を慎重に合わせて釣っていきます。器用に釣り上げることが出来て「上手だねー」

と保育者が褒めると、とても嬉しそうでした。 

 

 

 

 



9 

 

□4 歳児クラス 

朝の体操が終わり、1 歳児から 3 歳児の子どもたちがトイレに行っている間、子どもたちは座って保

育者の話を聞いています。小さい子どもたちの排泄が終わると、トイレに行きたい子どもが順番にトイ

レに行き、トイレを出るとすぐ横幅のある広い洗面台で手を洗います。洗面台には 2 つの蛇口があり、

子どもたちは押し合わず仲良く並んで洗っていきます。洗面台の右側に置いてある石鹸ポンプを取るた

めに右側の子どもの腕の上を左側の子どもの腕が交差しましたが、腕を交差された子どもは嫌がる様子

もなく、まるで兄弟のように自然な流れで 2 人で手を洗っていました。手を洗い終わると自分のコップ

が収納されている棚へ行き、自分のコップを取り出して口をゆすぎ、コップを洗ってから元の場所に戻

します。その行動の慣れた様子に、手洗いとうがいの習慣が見て取れました。 

また、子ども同士がじゃれ合い遊びをしている際、ひとりの子どもがテーブルの脚に腰を軽くぶつけ

た場面がありました。それを見ていた保育者は子どもたちを責めることなく、2 人の子どもの手を優し

く引いてすぐ近くに居た園長へ報告に行き指示を仰いでいました。園長は速やかに子どもの服をめくっ

て体を確認し、2 人の子どもに様子を聞き、大事ではないと判断したのちに子どもたちに優しく声をか

けました。2 人はまた仲良く遊びのスペースへ戻っていきました。 

やがて、玄関付近で子どもたちの名前が呼ばれ、それぞれ黄色い帽子を受けとり、靴を履いて準備の

出来た子どもから、園庭で待っている保育者のもとへ順に飛び出していきます。 

園庭では、ログハウスの中に入って、ログハウスの外からお客役の子どもが注文したものをカウンタ

ーから出すというごっこ遊びに夢中な様子が見られました。保育者はログハウスで遊ぶ子ども同士の遊

びの中には入らずにその様子を見守っていました。 

夕方、一日たっぷり汗をかいた 4 歳児の女の子は新しい洋服に着替え、保育者に長い髪を結ってもら

ったり編んでもらうなど身支度を整えています。女の子の着替えは扉のある部屋で行うなど、他の子ど

もたちから見えないように配慮していました。 

 

□5 歳児クラス 

朝の体操が終わり、5 歳児は製作遊びを始めます。テーブルの上には真っ赤な毛糸玉と直径 10 センチ

ほどの丸い厚紙が準備されています。保育者に促された子どもたちは各自の製作道具がしまってある棚

に順番に向かい、引き出しからはさみを取ってきて静かに席に戻り、保育者の話に耳を傾けています。

厚紙に赤い毛糸を巻き付けてリンゴを作りました。また、保育者の手本をよく見ながら、紫の折り紙で

器用に葡萄を折っていきます。折り紙の籠に入れたリンゴと葡萄は、各自一枚の画用紙に糊で貼り付け

て本日の作品として玄関に飾られます。玄関先の棚の上には、子どもたちの作品と共に、活動の様子を

写真で撮った記録をタブレットでスライドショーにして掲示するなど、子どもたちが今日一日をどのよ

うに過ごしていたのかが分かりやすいように工夫しています。 

製作後、はさみを元あった引き出しへ戻しに行こうと走り出した子どもに別の子どもが、「走らない

ように」と伝える場面がありました。保育者が日々、危険なことを伝え、子どもたち自身も自分たちで

直そうとする気持ちがあることが伺えました。 

園庭でひとしきり遊び終えると、その日の掃除当番の子どもが率先して玄関へ向かいました。玄関と
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保育室を隔てている木製の扉のロックを慣れた手つきで外し、靴箱の横の小さな物置からほうきと塵取

りを出し、園庭で遊んで帰ってきたあとの砂の掃き掃除をしています。 

昼食は新型コロナウイルス感染症対策も踏まえ、密とならないよう一人ひとりが間隔を空けた席で食

べます。個々に応じてフォークではなくお箸で食べる子どももいます。食物アレルギーのある子どもか

ら配膳が始まり、みんなに食事がいき渡り、掃除当番の子どもが手を洗い終え席に着くと、その日の食

事の挨拶当番の子どもがその場の席で、「今日のメニューはおかかふりかけご飯、鶏肉のさっぱり煮、

キャベツの塩昆布和え、味噌汁、オレンジです」と献立を発表し、全員で食事を作ってくれた人、お父

さん、お母さんに感謝の言葉を復唱して食べ始めます。子どもにはその日のそれぞれの当番があり、保

育者に指示されなくても率先して自分の役割を着々と実践していきます。 

食事が終わり、午睡の後は 3～5 歳の子どもたちでパズル遊びやカードゲーム、黒ひげ危機一髪など

のゲームを楽しむ姿が見られました。人形遊びをする男の子もいれば、男の子に交じって釣りごっこを

する女の子もいます。みんな自分の興味がある思い思いの遊びに夢中です。小さな子どもたちから離れ

たスペースで大きな男の子たちが思い思いのポーズをしてみたり、倒れて寝ころびながらじゃれあった

りと自由に過ごしていました。余りにも大きな声や音には保育者が声掛けによりやんわりと、怪我をし

ないよう導いていました。途中でのどが渇いた子どもは、自分のコップを持ってきて部屋の片隅に置い

てある給水器の水を汲み、飲み終わったコップを洗面所で洗い元あった場所へ戻していました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・園の目標や方針などは玄関に掲示するとともに、し

おり、パンフレット、重要事項説明書、ホームページ

などに記載し、全体ミーティングなどを通して職員に

周知しています。また、園の重点目標として「あいさ

つのできる子」「じょうぶなからだの子」「おもいやり

のある子」を掲げ、具体的な保育内容と照らし合わせ

て、職員間で共有しています。 

・保護者には、入園前の面談や年に１回行われる各家

庭との個人面談、また運営委員会などを通して、園の

重点目標に合わせた具体的な保育内容について知ら

せています。例えば、園の重点目標で挙げられている

「おもいやりのある子」では、椅子取りゲームをした

際に、「子どもが席を譲る姿」が見られました。その

様子を具体的なエピソードを添えながら、園の重点目

標である「おもいやりのある子」を育むことなどを伝

えています。 

・園の目標や方針、重点目標に沿った具体的な保育内

容については、園だよりなどを通して全家庭に伝えて

います。 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

 

 

 

 

・保育業界を取り巻く環境と経営状況の把握について

は、本部で月に１回行われる園長会や区の園長会で情

報を入手しています。また、区の情報交換会では、区

内の社会資源や、他園での保育運営に対する取り組み
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□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

内容などがテーマに挙げられ、地域の各種福祉計画の

動向の把握につながっています。 

・経営状況の分析については、月に１回、本部へ提出

する報告書によって行われています。具体的には、園

の定員と待機児童数、地域の情報、区からの情報につ

いて、数値や具体的な内容を記載する中で課題を把握

し分析しています。 

・保育のコスト分析については、例えば毎月の園の経

費に関して職員に伝え、優先順位を決めた上で必要な

物を購入するなどの取り組みが行われています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・経営課題については、組織体制、財務状況などは法

人の各担当部署が行っています。職員体制や人材育成

については、園にて作成される職員の勤務シフト、職

員職務分担表、担当業務に明記されています。また、

人材育成については、育成の一環として、職員研修計

画が立てられています。 

・経営課題として、今年度は新型コロナウイルス感染

症対策を上げ取り組んでいます。基本的には市からの

情報を本部に挙げ、指示を仰いでいます。そのうえで、

課題について職員に周知するとともに、職員体制を整

えるなど具体的な取り組みが進められています。今後

は、保育の内容、組織体制や設備の整備などの現状分

析にもとづき、より具体的な課題を明らかにし、取り

組まれることが期待されます。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

 

 

 

 

 

 

・中・長期的なビジョンは、保育目標を基に園長と主

任で作成しています。具体的には、「駒岡こども園の

安定した運営の確立」「地域との関わりを大切にしな

がら、保護者と職員間のコミュニケーションをしっか

り取り共通認識のもとに、子ども達にとってより良い

運営を確立していく」の 2 つが柱として挙げられてい

ます。 
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改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

A B 

 

 

・中・長期的なビジョンは、2 つの柱を基に、保育計

画に沿った保育の実施及び、組織の見直しの 2 項目で

構成されています。各項目は 1～3 年目、4～6 年目、

7～9 年目、10 年目までの計画を策定しています。今

後は、数値目標や具体的な成果等を設定することなど

により、実施状況の評価を行える内容になることが期

待されます。 

・年度末に振り返りを行い、単年度計画へと反映させ

ています。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

 

・中・長期計画を基に、単年度計画が策定されていま

す。具体的には、中・長期計画で掲げられている職員

育成などについて、単年度計画では、職員研修計画に

反映し研修名を記載した計画が立てられています。 

・単年度計画には、担当業務、職員職務分担表、職員

研修計画などが明記されていますが、数値目標や具体

的な成果を振り返る指標を明確にすることが期待さ

れます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・事業計画については、主に園長と主任で作成後、担

当表や職員研修計画などは、部分的に職員が参加して

作成しています。 

・年度当初の全体ミーティングにおいて、事業計画の

内容を職員と共有しています。また、年度末の全体ミ

ーティングにおいて振り返り、次年度の計画に反映さ

せています。 

・事業計画書には、評価・見直しが行いやすいように

具体的な成果を振り返る指標や数値目標を取り入れ

るなどし、経営課題の解決・改善に向けて組織として

取組むことが期待されます。 
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7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

・事業計画は園の玄関に常に置いてあり、保護者が閲

覧できるようになっています。 

・事業計画に沿った保育内容について、園だよりや日

頃のやり取りの中で伝えています。具体的には、計画

の中で大切にしている「おもいやりのある子」につい

ては、アリの観察においてアリにやさしく触れる子ど

もの姿などを伝える中で、「おもいやりのある子」を

育てていることなどを伝えています。 

・また、年 2 回実施する運営委員会においても、事業

計画に関連する具体的な保育内容について共有して

います。 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）

を行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

・年度末に全体的な計画を見直すとともに、期ごとに

年間指導計画を見直しています。また、月間指導計画

案、指導計画及び日誌においても評価を行い、日頃か

ら組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の質の向

上に関する取り組みを実施しています。保育に対する

自己評価については、園長が確認し、必要に応じて

個々の職員に具体的な保育の配慮事項を伝えること

で、次の計画に反映しています。 

・園全体の自己評価は、年に 1 回行っており、自己評

価の内容を全体ミーティングで分析、検討するととも

に園だよりなどで保護者にも伝えています。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・年に 1 回行われる園の自己評価や、法人全体で行わ

れる園に対する保護者アンケートを分析し、課題を明

確にしています。 

・具体的には、今年度は整理整頓が挙げられ、職員間

で課題の共有化が図られています。課題について検討

し掃除マニュアルを作成するに至りました。掃除マニ

ュアルでは職員間で差異が生じないよう、写真を取り

入れた具体的な掃除の方法が示されています。 
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る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 
・現在、掃除マニュアルに沿って、課題である整理整

頓に取り組み、職員間で適宜意見を交わしながら見直

しも行っています。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

・施設長の役割は、職務分担表に記載されています。

具体的には、園の運営、管理に関すること、渉外事務

に関すること、保育の実際及び給食指導に関すること

などが挙げられています。 

・施設長は年度当初の全体ミーティングにおいて、職

務分担表の内容を伝えるとともに、施設長の役割につ

いて園運営に関することの決定と実行などについて

職員に伝えています。 

・有事における施設長の役割は避難時の役割分担／経

路図、災害時緊急連絡先、防災分担表に示され、不在

時の権限委任を含め明確化されています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

 

 

A 

 

 

A 

 

・月に 1 回行われる本部での園長会において、コンプ

ライアンス研修などを受講し、遵守すべき法令等につ

いて理解に努めています。また、研修内容は全体ミー

ティングなどを通して職員へ周知が図られています。 

・職員に対して遵守すべき法令等を周知する取り組み

の一つとして、昼ミーティングにおいて、教育経営計

画書の読み合わせを行っています。教育経営計画書に

は、「組織に関する方針」「運営に関する方針」「職員

に対する方針」など遵守すべき内容が記載され、施設
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っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

長は職員に周知するとともに、具体的な取り組みにつ

ながっています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・園長は日頃の保育に関して、月間指導計画や指導計

画及び日誌を確認し、必要に応じて具体的な保育実践

における配慮事項を職員に伝え、定期的、継続的に評

価、分析を行っています。 

・保育の質に関する取り組みとして、異年齢保育の内

容について指導力を発揮しています。具体的には、異

年齢保育の中で毎月1回テーマを決めて共同製作に取

り組んでいます。完成した製作物は玄関に掲示するこ

とで保護者とも共有しています。 

・保育の質に関連する取り組みとして、職員の意見を

踏まえ、休憩の取り方を変えました。そのことで、全

職員が各クラスの午睡状況を把握できる体制となり

ました。 

・職員の教育、研修の充実として、本部主催の研修に

参加するとともに、自治体主催の研修への参加、また

毎月行われる園内研修などが挙げられます。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・本部及び園長は、園運営のために人事や労務、財務

などの状況を確認し分析を行っています。具体的に

は、毎月 1 回の本部への報告書の中で、在園状況、待

機児童数などを記載し、必要に応じて職員のシフトを

調整するなど改善に取り組んでいます。 

・園長は組織の理念や基本方針の実現に向けて、担当

クラスや、行事担当などを決めています。 

・改善課題に対しては、基本的に職員全員がかかわっ

て取り組む体制を構築しています。議題は、月 1 回行

われる全体ミーティングで取り上げられ、その中で、

個々の職員の得意分野を生かし、課題の改善へ取り組

めるよう配慮しています。 
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２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・教育経営計画書において「組織に関する方針」「運

営に関する方針」「職員に対する方針」などで、必要

な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方や、福

祉人材の確保と育成に関する方針が示されています。 

・本部研修では、経験年数に応じて主任・リーダー研

修、3 年目研修、2 年目研修、新卒研修が組まれ、計

画的に行うことで人材の確保や育成が実施されてい

ます。 

・また資格取得をするために年間を通して継続的にリ

トミックの研修を受けるなど、必要な福祉人材や人員

体制について具体的に計画し実行されています。 

・採用に関しては本部が主となり行い、園においても

職員の知り合いからの採用などに取り組んでいます。

新卒に関しては就職後1年目の様子を写真と手紙で母

校に伝えたり、直接母校を訪れるなどの取り組みを実

施しています。これらの取り組みから次の採用につな

がった実績もあります。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・教育経営計画書において、「子どもに対する方針」「保

護者に対する方針」「仕事における基本的な考え方」

「職員の未来像」などで「期待する職員像等」を明確

にしています。 

・人事基準については就業規則にて、採用、配置、異

動に関連する事項が定められ、入社後に読み合わせを

するとともに、園内にて自由に閲覧できるようになっ

ています。 

・年に 2 回行われる園長との面談の中で、スタッフシ

ートを使用し、各職員の専門性や職務遂行能力などに

ついて掘り下げて、職務に関する成果や貢献度を評価

しています。 

・年 2 回行われる園長面談や、他園の園長との面談な

どを通して、処遇改善の必要性等を評価、分析する取

り組みを行っています。また、把握された内容にもと

づき、次年度の担当クラスなどを決めています。 

・職員の未来像として、「教育経営計画書」に、アド
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ミニストレーションコース、マネジメントコース、ス

ペシャリストコースの 3 分野を提示しています。今後

は、職員が自ら将来の姿を描くことができるような総

合的な仕組みづくりが期待されます。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・労務管理については主として本部が管理していま

す。各職員の勤怠については、園で作成し本部に報告

することで定期的に確認し、職員の就業状況を把握し

ています。 

・休暇に関しては長期休暇として、年末の休暇、夏休

みを取得し、それ以外で他職員との兼ね合いに応じ

て、長期休暇を取得できるよう配慮しています。 

・体調がすぐれない際は、常日頃からすぐに報告する

よう職員に周知しています。また、園長は各職員の様

子を見て体調面に配慮し声をかけるようにしていま

す。 

・年に 2 回、園長との面談が実施されています。また、

所定の面談以外にも、園外で食事をしながら相談を受

けるなど、職員が相談しやすい工夫をしています。 

・職員の状況に応じて、短時間労働や早番、遅番勤務

を調整するなど、働きやすい雇用環境への取り組みを

行っています。 

・働きやすい職場づくりの一環として、運動会や発表

会の後には職員で食事をしたり、職員の誕生日を園内

で祝ったりするなどの取り組みが行われています。 
 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・期待する職員像については、就業規則や教育経営計

画書に明示されています。 

・教育経営計画書では、「組織に関する方針」として、

環境整備を徹底することや、常に仕事に工夫改善をす

ることなど、具体的な内容が示されています。 

・園長との面談の中で使用されるスタッフシートは、

保育内容や保護者対応などについて職員一人ひとり

が自己評価し、園長が確認し評価する仕組みとなって

います。 
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とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

  
・各職員の目標については面談の中で把握されます

が、明記までには至っていません。今後は職員一人ひ

とりの目標設定を明記することで、目標達成度の明確

さにつなげていくことが期待されます。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教

育・研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・期待する職員像は教育経営計画書に明示されており

昼ミーティングなどで読み合わせをしています。 

・教育計画書では、「子どもに対する方針」として、

子どもの潜在能力を見つけ伸ばすことや質の良い遊

びをすることなどが示されています。 

・職員に必要とされる専門技術等については、職員職

務分担表や担当表に示されています。 

・年間の職員研修計画が立てられ、法人内で行う研修、

園内研修及び自治体や関係団体、提携している研修実

施機関で行われるオンライン研修も含め実施されて

います。 

・研修内容については、研修報告書にまとめられ、職

員会議などを通して、職員間で共有されています。 

・研修内容の見直しについては、年度末に単年度計画

書を見直す際に、職員の意見も踏まえ合わせて見直さ

れています。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況

については、年 2 回の園長面談や日頃のやり取りの中

で把握しています。 

・新任職員については、担当職員がおり、日頃の保育

内容の相談を受けることができる仕組みを整えてい

ます。 

・法人内で実施される、新卒研修、2 年目研修、3 年

目研修などの年数に応じた研修及び、主任・リーダー

研修などの機会が確保され、職員の職務や必要とする

知識・技術水準に応じた教育・研修を実施しています。 

・外部研修については、自治体や関係業界団体、企業

が開催する研修などの案内を紹介し、シフトを調整す
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きるよう配慮している。 ることで、参加しやすい配慮をしています。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る基本姿勢は実習生マニュアルに明文化されていま

す。 

・観察実習、参加実習、責任実習など学校の意向に沿

った実習形態で実習プログラムを立てています。 

・本部で行われる園長研修の中に、実習生の受け入れ

に関する研修があり、「感動する実習」をスローガン

に実習生の受け入れから採用等につなげることにつ

いて学ぶ機会があります。 

・実習期間中の学校の先生の巡回を通して、継続的な

連携を維持したり、実習後に行事に招待するなどの取

り組みが行われています。 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

・保育所の理念や基本方針、保育の内容などは園のホ

ームページや、市の園紹介のホームページなどにより

適切に公開されています。 

・事業計画書は園の玄関に常備し、閲覧できるように

しています。 

・苦情・相談の体制や内容については、苦情解決制度

の内容が玄関に掲示されています。苦情・相談の内容

にもとづく改善・対応の状況については、園だよりな

どを通して公表しています。 

・地域に向けての取り組みとして、園内で手遊びやリ

ズム遊びなどの育児講座を開催しています。また、園

見学者にはがきで園行事の案内なども行っています。

行事案内は、園外にポスター掲示したり、区のお知ら

せに掲載することで地域の方にも知らせています。さ

らに、園庭開放や子育て相談なども実施しています。 
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等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域に向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

 

 
 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園の運営管理においては、本部と園とで役割が決め

られています。園では小口現金管理のみを行い、それ

以外は本部で管理されています。また、教育経営計画

書にて、「経理、購買に関する方針」が示されていま

す。 

・職員が保育教材などを購入する際は、現金で購入後、

レシートを園長に提出し、園長は出納帳で記録してい

ます。毎月、本部にて園の事務経理などの確認が行わ

れています。 

・高額な保育教材については、本部に申請後、許可を

得て購入します。 

・保育所の事務、財務については、横浜市の監査を受

け、結果や指導事項にもとづいて、経営改善を実施し

ています。 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・地域との関わり方の基本的な考え方については、全

体的な計画に記載されています。 

・未就学児を対象にした区のイベントに参加していま

す。イベントでは保育士が地区センターに集まり、手

作りおもちゃを紹介したり、参加している地域の子育

て家庭の子育て相談などを行っています。実施までに

3 回程度の打ち合わせを行い、実施後は反省会も行わ

れます。 

・日頃から食育やお泊り保育の一環などでクッキング

をする際は、近隣の商店街に買い物に行くなど定期的

に地域の人々と交流する機会を設けています。また、

ハロウィンなどの行事では、地域商店の協力を得て、

子どもたちがお菓子をもらいに行くなどの取り組み
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けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

が行われています。 

・地域における社会資源の利用については、必要に応

じて子どもの発達について相談できる地域の窓口な

どを紹介しています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢や、地域の

学校教育等への協力についての基本姿勢は、マニュア

ルに明文化されています。 

・ボランティア受入れにあたっての、登録手続き等は

ボランティア契約書に沿って行われ、必要に応じて内

容の見直しを行っています。 

・これまでのボランティアの受け入れとして、地域の

高齢者施設の方に、園で行われる節分行事の鬼役など

の協力をいただいています。また、中学生の職場見学

の受け入れ実績もあります。今後は、定期的な職場体

験の受け入れなど、学校教育への協力も期待されま

す。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・近隣の公園等の施設について、施設の写真を入れて

玄関に掲示しています。 

・関係機関との連携については、必要に応じて児童相

談所や市の療育センターと連携が取れる体制になっ

ています。園で発達が気になる子どもがいる際には、

市の療育センターの専門家に、巡回に来てもらうな

ど、具体的な保育実践について協働した取り組みが行

われています。 
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図られている。（保育所） 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・園庭開放は春や秋など過ごしやすい時期を中心に、

毎週水曜日に実施しています。 

・園見学や園庭開放、夏祭りなどの園行事の中で地域

の子育て家庭から相談を受けることにより、地域の福

祉ニーズや生活課題等の把握に努めています。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・地域の福祉ニーズ等にもとづいて、園内で手遊びや

リズム遊びなどの育児講座を実施しています。また、

育児相談も実施しています。 

・夏祭りなどの園行事には地域の方も多数訪れ、地域

貢献に関わる事業の一環となっています。 

・地域コミュニティの活性化やまちづくりの一環とし

て、朝の清掃の中に園周辺の清掃や草むしりを取り入

れています。 

・水害訓練では、園が所在するマンション内の指定の

場所に避難することになっています。今後は、地域の

防災対策や、被災時における福祉的な支援を必要とす

る人びとに対して、園としての可能な支援の取り組み

を、地域住民に知らせていくことが期待されます。 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

 

 

 

 

・保育の提供に関する倫理綱領や規定等は、こどもの

森のおやくそくや全体的な計画に明示され、職員が理

解し実践しています。また、全体的な計画を月間指導

計画や指導計画及び日誌に反映させ、子どもを尊重し



24 

 

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

た保育に関する取り組みを行っています。 

・職員は、自治体や本部で開催される子どもの権利条

約に関する研修を受講し、全体ミーティングなどを通

して職員全体で共有しています。 

・子どもの尊重や基本的人権への配慮について、定期

的に状況の把握、評価等を行っています。具体的な取

り組みの一例として、文字などに触れる際、子どもた

ちの郵便屋さんごっこから発展し、手紙を書きたいと

いう気持ちが出てきたら、文字を教えるなどの取り組

みが見られます。これらの取り組みは、指導計画及び

日誌などを通して振り返りが行われています。 

・子どもが互いを尊重する取り組みの一環としては、

毎年行われる発表会の劇の配役は、子どもたち同士の

話し合いや、くじ引きなどを通して決めるなど、互い

を尊重できるようかかわっています。 

・性差への先入観による固定的な対応については、男

女に関係なく、個々の子どもたちが好きな遊びを楽し

めるよう配慮しています。日常の保育の中で使用する

折り紙などの教材も、自由に色を選ぶことができるよ

うに配慮しています。これらの内容は、園だよりなど

を通して、園の取り組みとして保護者へ周知するな

ど、保護者の理解を図る取り組みが行われています。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どものプライバシーの保護については、個人情報

保護マニュアルやこどもの森のおやくそくに記載さ

れ、職員間で共有が図られています。日々の保育の中

で、子どもや保護者の立場に立って考えることを念頭

に置き、プライバシーの観点から振り返りを行い実践

につなげています。 

・オムツ替えの際は、棚を衝立代わりにしたり、着替

えの際は必要に応じて事務室を使用するなどプライ

バシーが守れるようにしています。 

・保護者に対し、個人情報に関する同意書を通してプ

ライバシーに関する内容を説明し、同意を得ていま

す。 
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（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・理念や基本方針、保育内容などはホームページに明

記され、動画や写真を使い、分かりやすく保育所を紹

介しています。また、保護者の声として、保育所を利

用する保護者の感想なども紹介しています。内容につ

いては、子どもの写真と共に定期的に更新していま

す。 

・園の概要や保育内容、年間行事などが記載されてい

る園のしおりは、区の窓口など多くの人が入手できる

場所に置いています。また、必要に応じて内容の更新

を行っています。 

・見学については、園長またはリーダーが担当し、保

護者の希望に応じた上で、相談し日程を決めていま

す。 

 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・保育の開始に当たっては、各家庭に園のしおりの内

容や重要事項説明書、また持ち物なども実物を見せな

がら説明しています。 

・保育の変更時には、内容に応じて重要事項説明書を

改訂するとともに、保護者へ説明し同意を得ていま

す。また、園だよりや保護者へのお知らせなどの配布

物に記載し説明しています。 

・食物アレルギーについては、市と本部のマニュアル

に沿って説明を行い、合わせて必要な書類の提出につ

いて説明しています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

 

 

A 

 

 

B 

・転園の際は、子どもの作品を作品集としてまとめて

渡すとともに、園にてお別れ会などを実施していま

す。 

・保育所の利用が終了した後も、相談窓口として園長

が対応できることを伝えています。また、園行事への

招待のハガキを送るなどの取り組みを行っています。
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や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

今後は転園、卒園後の相談受付先について記述した文

書等を渡すなどの取り組みが期待されます。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・子どもの満足を把握する取り組みとして、月間指導

計画案の項目にある、「保育に対する自己評価」や「子

どもの評価」の記入内容や指導計画及び日誌の項目に

ある、「活動及び反省、評価」の記入内容を通して把

握されています。 

・保護者満足に関する取り組みについては、法人全体

で年に1回実施される保護者アンケートや行事後のア

ンケートを通して把握しています。また、日々の保育

内容については送迎の際のやり取りや、玄関に設置さ

れている意見箱なども通して把握するよう努めてい

ます。 

・個人面談や各クラスの懇談会を通じて、各家庭の意

向や各クラスの意向について把握しています。把握さ

れた内容は、全体ミーティングやクラスミーティング

を通して職員間で共有し、分析、検討を行っています。

具体的な取り組みの一例として、職員の名札を手作り

し、身につけるという改善につなげました。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・苦情解決の体制については、苦情解決責任者を園長

とし、苦情受付担当者をリーダーとしています。また、

第三者委員については玄関に掲示しています。苦情解

決の仕組みの説明については、入園前の面談にて、重

要事項説明書や入園のしおりを説明する際に合わせ

て行っています。 

・玄関には意見箱が設置され、保護者等が苦情を申し

出やすい取り組みの一環となっています。 

・苦情内容は記録され、職員間で共有されています。 

・苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た保護者

等に配慮した上で、進捗状況も含め園だよりなどを通

じて公表しています。具体的な取り組みの一例とし

て、降園前にオムツを交換し、清潔な状態を保つなど

が行われました。 

・苦情に関しては、近隣から「園庭の子どもの声がう
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□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

るさい」という問い合わせに対して対応しました。具

体的には、朝は園庭を使用せず、日中と夕方の時間に

遊ぶようにするなどの取り組みにつなげました。 

 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

A 

 

 

A 

・重要事項説明書や玄関掲示を通して、苦情、要望等

に係る相談窓口として、保育所、第三者委員、本部事

務局など複数の方法があることを説明しています。 

・個別の相談については、事務室を使用し落ち着いて

相談ができるよう環境に配慮しています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・日々の送迎や、連絡帳、また写真と文書で示した保

育内容などを通して、保護者とのコミュニケーション

を図り、保護者が相談しやすいよう傾聴に努めていま

す。 

・玄関に意見箱を設置するとともに、法人全体で実施

される保護者アンケート及び、行事後に実施するアン

ケートなど保護者の意見を積極的に把握する取り組

みを行っています。 

・相談や意見を受けた際は、苦情解決に関する規定に

従って、記録や報告などの対応を行っています。 

・年 2 回、各年齢から 3 名程度の保護者、園長、本部

職員、系列園の園長が出席する、運営委員会が実施さ

れています。運営委員会では、保護者のさまざまな意

見を把握するため、母親だけでなく父親の参加も呼び

掛けています。運営委員会では、保護者より、職員の

名前ワッペンをつけてほしい、いも堀り、リトミック

などの活動を取り入れてほしいなどの意見が出され

ました。対応として、職員の手作り名前ワッペンの使

用や、いも堀り、リトミックの実施につなげました。

実施までの状況については、園だよりなどを通して保

護者へ伝えています。 
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（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスク

マネジメントに関する委員会を設置するなど

の体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検

討・実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・リスクマネジメントに関する責任者を園長とし、防

災分担表に明記されています。 

・事故発生時の対応と安全確保についての責任、手順

については、事故対応マニュアルで明確にし、職員に

周知しています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例の収集について

は、ヒヤリハットの作成を通して積極的に行われてい

ます。収集した事例をもとに、写真入りでヒヤリハッ

トマップを作成し、安全確保や事故防止につなげてい

ます。 

・系列園で実際に起こった事故の事例について、職員

間で共有しています。事故の各事例については、注意

するポイントが記載されているため、特にその部分を

取り挙げ、改善策・再発防止策を検討し共有されてい

ます。 

 

 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・感染症の予防と発生時等の対応については、安全衛

生マニュアルを作成し、職員に周知しています。 

・感染症の予防や安全確保に関する情報等について

は、自治体で行われる感染症対策の研修に参加した

り、本部で月 1 回実施される、園長会でも学習してい

ます。また、月 1 回実施される園内研修にて、時期に

応じて流行する感染症について研修を行っています。 

・こまめな手洗いや消毒の徹底などを通して感染症の

予防に努めています。予防策に関しては、時期に応じ

て流行する感染症の説明と共に、対応策について園だ

よりの中で情報提供が行われています。 

・園内で感染症が発生した際は、玄関に貼り紙を掲示

し、保護者へ伝えています。 
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（保育所） 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制については、防災分担表に明記さ

れ、全体ミーティングなどを通して職員へ周知してい

ます。 

・毎月 1 回、火災、地震を想定した避難訓練を実施し

ています。また月によっては、不審者対応の確認や水

災害に対する避難訓練を実施しています。訓練の内容

は避難訓練報告書にまとめられ、災害の種類、訓練の

ねらい、訓練状況、訓練結果、反省点として記載され

ています。 

・地震発生時の園の状況については、メールシステム

を利用した連絡など、子ども、保護者及び職員の安否

確認の方法が決められ、職員に周知されています。メ

ールシステムについては毎年 9 月にテスト配信を行

い、保護者が受信できているかどうかの確認をしま

す。 

・食料や備品類等の備蓄に関しては、園内と園庭にて

行われ、備蓄リストを作成し管理しています。 

・救急対応マニュアルが作成され、内容に沿って月に

1 回「部屋での応急処置」や「戸外での怪我への対応」

などの研修も実施しています。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・教育経営計画書やこどもの森のおやくそく、保育業

務マニュアルなどを通して、標準的な実施方法や、子

どもの尊重、プライバシーの保護や保育の権利擁護に

関わる姿勢が明示されています。 

・月に 1 回行われる園内研修で、標準的な実施方法に

ついて職員全体で共有しています。また、指導計画及

び日誌を確認する際も、各職員へ具体的な保育の配慮

事項を伝えるなどの仕組みがあります。 

・保育実践が画一的なものとならないよう、一人ひと

りの子どもたちの発達状況をクラスミーティングな

どで話し合い、個別指導計画に反映させています。具
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を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 
体的な保育実践の一例として、異年齢での合同保育の

在り方などについて見直し、実践につなげています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・保育の標準的な実施方法の検証、見直しについて、 

日頃においては月間指導計画や指導計画及び日誌、個

別指導計画などを通して定期的に実施されています。 

また、毎月 1 回行われる、全体ミーティングやクラス

ミーティングの中で定期的にまとまった見直しの時

間を設け実施されています。今後は、こどもの森のお

やくそくや保育業務マニュアルなどに明示されてい

る標準的な実施方法について、定期的に職員間で見直

すなど、さらなる取り組みが期待されます。 

・指導計画の内容は、職員や保護者等からの意見や提

案を反映し作成されています。具体的な事例として、

保護者からの意見を踏まえ、発達に応じた手先を使っ

て遊ぶ手作りおもちゃを取り入れるなどに反映させ

ています。 



31 

 

（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・アセスメントにもとづく指導計画は、クラス担任が

作成し、園長を責任者としています。 

・全体ミーティングやクラスミーティング、給食ミー

ティングには栄養士も参加し、一人ひとりの子どもの

発達状況等に関する検討をしています。 

・指導計画は全体的な計画にもとづき策定されていま

す。策定に当たっては、特にトイレトレーニングなど

生活習慣に関する内容について、子どもの様子や、保

護者等の具体的なニーズ等を反映させています。 

・指導計画にもとづく保育実践については、クラスミ

ーティングや全体ミーティングで、指導計画の項目に

ある、「保育に対する自己評価」や「子どもの評価」

の記入内容を振り返る仕組みが構築され、機能してい

ます。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・全体的な計画は年度末の職員会議で見直していま

す。年間指導計画については 4 期ごとに保育に対する

自己評価欄で見直しています。見直した内容について

は年に 1 回実施される、各クラス別の懇談会にてクラ

ス目標などに関連する保育内容として伝えています。 

・指導計画を緊急に変更する際は、各担任から園長に

報告する仕組みとしています。 

・指導計画の項目にある、「保育に対する自己評価」

や「子どもの評価」で記載された内容は、職員間で共

有及び検討し、次の指導計画に生かしています。 
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者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に活か

している。（保育所） 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況等は、児童票や月間指

導計画、指導計画及び日誌、個別指導計画などの園が

定めた統一した様式によって把握し記録されていま

す。 

・個別指導計画には、子どもたち一人一人の前月の子

どもの姿、今月の保育上の配慮、評価、反省欄が設け

られ、個々に応じた保育が実施されています。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

よう、連絡ノートでは、絵文字は使わない、まずは鉛

筆で下書きをし、園長の確認後、清書をするなどの工

夫がされています。 

・情報共有を目的として、毎日の朝ミーティングや午

後ミーティングなどがあり、各クラスの子どもの様子

や、特記事項などについて共有しています。引き継ぎ

事項についてはミーティングノートを使用し行われ

ています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

 

 

A 

 

 

A 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

しては、個人情報保護に関する規定により定め、記録

管理の責任者を園長としています。園長は個人情報に

関する内容について、都度、日常の保育の中で伝え、

職員の理解につなげています。 

・個人情報の記載がある資料については、事務室の施

錠できる書庫に保管されています。 

・園で使用する USB には、すべてパスワードが設定

されているとともに、パソコンにもパスワードを設定

し使用しています。 

・個人情報の取り扱いについて、入園前面談にて保護

者に説明し、同意を得ています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画については、本部で骨子を作成し、各

園の実情に合わせて、保育目標をはじめ、地域の実態

に対応した保育事業と行事への参加、特色ある教育と

保育などについて全体ミーティングで検討し作成し

ています。 

・全体的な計画は、年度末の全職員が参加する全体ミ

ーティングにて、定期的な評価を行い、次年度の計画

に生かしています。 

・今後は、さらなる職員参画のもとで全体的な計画が

作成されることが望まれます。 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・保育室の環境については、子どもたちが家庭的な雰

囲気の中で生活できるよう、常に適切な状態に保持し

ています。 

・室内の温度・湿度について温湿度計を使用し記録を

行い、採光や換気については適宜活動に応じて取り入

れることで、快適な環境を整えています。 

・保育室内外の設備・用具や寝具の衛生管理について

は、チェックリストに沿って管理されています。また、

手洗い場、トイレの衛生管理については、写真入りの

掃除の手順を作成し、職員が手順に沿って清掃ができ

るよう工夫されています。 

・子どもたちが、くつろいだり、落ち着いて過ごすこ

とができるよう、保育室内にマットを敷いたり、遊び
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□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

をコーナーごとに分けるなどの取り組みを実施して

います。 

・0~2 歳児クラスについては、食事を終えた子どもが

そのまま睡眠に入れるよう、食事と睡眠の場所を分け

ることで心地よい生活空間が確保されています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・家庭との連携及び情報共有を大切にし、一人ひとり

の子どもの個人差を十分に把握するよう努めていま

す。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、

見守り保育を徹底しています。見守り保育では、最終

的に子どもたちが自立、自律できるためのかかわりを

大切にしています。職員は、日頃から全職員で全員の

子どもを見る、チーム保育を意識することで、見守り

保育の実践につなげています。そのため、保護者から

は担任以外の職員も自分の子どもをよく見てくれて

いるという安心感につながっています。 

・子どもに分かりやすい言葉づかいとして、やさしく、

短い言葉で伝えることを意識しています。また、職員

は日頃から子どもの手本となる言葉を使うよう心掛

けています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの発達に合わせて基本的な生活

習慣が身に付くよう、送迎時や個人面談などを通して

保護者と子どもの生活面について情報を共有してい

ます。共有された内容をもとに、生活練習の活動を取

り入れています。具体的には、箸の使い方、フォーク

の持ち方、衣服のたたみ方やうがいの仕方などが挙げ

られます。 

・一人ひとりの子どもの状態に応じて活動と休息のバ

ランスがとれるよう、保育室内にマットを敷いて休め

るようにしたり、事務室を使用して休息が取れるよう

工夫しています。 

・日頃の給食の場面では、職員は子どもに噛むことの

大切さを伝えています。また、食育を通して基本的な

生活習慣を身につけることの大切さについて子ども

たちに働きかけています。具体的には、野菜や果物を

すりつぶしたり、いろいろな野菜に直接触れてみるな

どが挙げられます。 
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けている。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが自発性を発揮できるよう、毎日の保育の中

で一人ひとりの子どもの興味や関心を理解し、遊びを

提供できるよう心掛けています。子どもたちから自発

的に始まった積み木遊びを職員が一緒に発展させ、競

争するゲームを取り入れ、より楽しめるようにするな

どのかかわりも行われています。 

・日頃からマット運動やリズム遊びを取り入れていま

す。また、室内遊具としては、トランポリンやすべり

台のついたジャングルジムなどがあり、子どもたちの

意見を聞き、設定することにより身体を動かすことが

できるよう援助しています。 

・天候にもよりますが 1 日に 1 回は園庭や近隣の公園

に出かけ、戸外で遊ぶ時間や環境を確保しています。 

・共同製作などを通して、子どもたちが友だちと協同

して活動できるように援助しています。具体例として

絵の具を使って模造紙にひまわりなど季節の花を描

くなどの取り組みが行われています。 

・日頃から散歩の際に地域の方に挨拶をすることや、

食育などで使う食材の買い物に行くなどの機会を通

して、社会体験が得られるよう配慮しています。 

・園庭にはドングリの木があり、ドングリを使って製

作するなどの表現活動も行っています。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養

護と教育が一体的に展開されるよう

適切な環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・0 歳児の保育室は扉が閉まり、静かな空間が保たれ

る環境にすることで、長時間過ごすことに適した生活

と遊び及び環境への工夫がされています。 

・保護者の送迎の際は、直接担任が保護者と話せるよ

うにすることで、家庭と保育所での一人ひとりの子ど

もたちの様子を把握できるよう努めています。把握さ

れた内容を保育実践につなげることで、子どもが安心

して、担任と愛着関係が持てるよう配慮しています。 

・音の出る玩具や、光る玩具など、感覚を通して遊ぶ

ことのできる玩具を用意しています。また、ペットボ

トルの蓋や身近に購入できる素材を使って、職員は一

人ひとりの子どもたちの発達に合わせた手作り玩具

を作っています。また、家庭で子どもが遊んでいる玩

具の情報を共有し、同じ玩具を用意することもありま

す。 
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を密にしている。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・日々の保育の中で、見守り保育を実践し、一人ひと

りの子どもと丁寧にかかわりながら、気持ちを尊重す

ることを心掛けています。例えば、散歩の前に靴を履

くときなどは自分でしようとする気持ちを十分に尊

重できるよう、時間に余裕をもたせた活動の計画をし

ています。 

・自我の育ちに関しては、自分でできる事が増えてく

る時期なので、子どもが、自分でやりたいというサイ

ンを受け取ることを大切にしています。また子ども自

身が納得してやりたいことができるよう、時間に余裕

をもたせるよう配慮し、自分でできたという経験を積

めることを大切にしています。 

・探索活動が十分に行えるよう、保育室内の安全性を

確保した上で自由に行き来し、遊べる環境を整えてい

ます。 

・保育士以外の大人との関わりでは、日頃から園の栄

養士が保育に入る機会があり、関わりの機会を設けて

います。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・3 歳児の保育に関しては、トイレトレーニングなど

も含め個人差に配慮した上で、担任との信頼関係をも

とに集団の中で安定しながら過ごせるように関わっ

ています。生活面や遊びの面では、年上の子どもへの

憧れから様々な興味関心が湧くよう異年齢での活動

に取り組んでいます。例えば、夏祭りで担ぐおみこし

製作や、お店屋さんごっこなどの取り組みが挙げられ

ます。 

・4 歳児の保育に関しては、子どもたちの意欲を踏ま

えた上で、少しがんばればできるような教材や環境を

整えることに配慮しています。例えば、縫いさしや椅

子に座って集中できる教材などが挙げられます。ま

た、発表会ではオペレッタや合奏に取り組むなど集団

の中で自分の力を発揮する機会を設けています。 

・5 歳児の保育に関しては、子どもたちに任せること

や保育士等の手伝いをすることで一人ひとりの子ど

もたちが自信を持てるよう配慮しています。運動会で

は、テーマにちなんで、競技を決めたり、万国旗を作
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動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

るなどの取り組みが行われています。発表会では劇や

手話などを披露するとともに、衣装も一部自分たちで

作るなどの取り組みも行われています。 

・4，5 歳児は、園で 1 泊する、お泊り保育を実施し

ています。夕食は近隣に買い物に行き、食材を購入し

た上でカレー作りなどを行っています。これらの取り

組みも友だちと協力して一つのことをやり遂げると

いった経験につながっています。 

・夏祭りでは、子どもたちが製作した風鈴やちょうち

んなどを飾り、保護者や地域に伝える工夫や配慮がさ

れています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

・トイレはバリアフリー構造となっており、障害に応

じた環境整備に配慮しています。今後は、玄関なども

含め建物・設備面でのさらなる環境整備への配慮が期

待されます。 

・障害のある子どもの状況に配慮した個別の指導計画

などは整えられ、該当園児の在籍状況によって使用さ

れています。 

・職員は、自治体や本部で行われる障害のある子ども

の保育についての研修に参加し、必要な情報や知識を

得ています。 

・必要に応じて、市の療育センター等の巡回相談を利

用できる体制が整えられ、保育に関する助言を得てい

ます。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

・家庭的でゆったりと過ごすことができるよう、0，1

歳児、2 歳から 5 歳児など、年齢に応じて過ごす部屋

を変えるなどの工夫がされています。 

・子どもの状況に応じて、スキンシップを取ることな

どを意識し、一人ひとりの子どもが安心して、おだや

かに過ごせるよう配慮しています。 

・保育時間が長い子どもに配慮した、食事やおやつと

して、小さいおにぎりや、マカロニを茹でてきな粉を

まぶした軽食を提供するなど、家庭での夕食に影響が

出ないようなものを栄養士が考え提供しています。 

・長時間にわたる保育のための環境整備や、保育内容

の工夫として、長時間保育に入る前に手遊びやエプロ

ンシアターなどを行うことで、子どもたちの気持ちの

切り替えに配慮しています。また、日中とは違う玩具

を準備したり、トランポリン、トランプなど少人数で

楽しめるような遊びを提供しています。 

11．小学校との連携、就学を見通し

た計画に基づく、保育の内容や方法、

保護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任にもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・全体的な計画の中に、小学校との連携（接続）につ

いて、連携や就学に関する事項が記載され、日頃の保

育実践につなげています。 

・小学校以降の生活についての見通しを持てる機会と

して、小学生との交流の機会や小学校を訪問する機会

などが設けられています。 

・保護者が、小学校以降の子どもの生活について見通

しを持てる機会として、懇談会で就学準備について伝

えたり、就学に向けた内容が記載されている冊子など

を配布するとともに、法人主催で実施される研修にて

得られた「就学前にできるようになると良い事柄」が

記載された書面を保護者へ配布しています。 

・年長児は就学に向け、年度ごとの子どもたちの様子

を踏まえ、おおよそ 11 月から 1 月ぐらいまでの間で、

午睡をなくすことをはじめています。始めは、週の何

日間か寝ない時間を作り、徐々に毎日寝ないようにす

るなど段階を踏んで取組んでいます。午睡をしない時

間は、年長児だけが過ごせる部屋でアイロンビーズな

ど異年齢の中では提供しづらい玩具などで遊んでい

ます。 
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・子どもたちの申し送りについては、直接担任が学校

に出向いて小学校教員と 1対 1で子どものことについ

て伝える機会があります。また保育所児童保育要録で

も申し送りをしています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関す

る知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どもたちの様子については朝ミーティングを通し

て、子どもの体調やケガの有無などについて共有して

います。また、昼ミーティングでは、午前中の活動で

の子どもの体調変化などについて共有しています。 

・子どもの体調変化やけがなどについては、ミーティ

ングノートを使用し遅番の職員が保護者に伝えてい

ます。早番の職員は、伝えた際の保護者の様子などに

ついてミーティングノートを通して確認しています。 

・予防接種などを新たに受けた際は、連絡帳を通して

園に伝えられるなど、必要な情報が常に得られるよう

努めています。 

・保育所の子どもの健康に関する方針や取り組みにつ

いては、入園前面談において入園のしおりで説明する

とともに、園だよりの中で手洗いやうがいなどの園で

の取り組みや時期に応じた感染症のことなどを伝え

ています。 

・乳幼児突然死症候群（SIDS）については、マニュ

アルを使用し知識を周知するとともに、SIDS チェッ

ク表に沿って、0，1 歳児は 5 分に 1 回、2 歳児以上は

10 分に 1 回、睡眠時の呼吸チェック等に取り組んで

います。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保

育に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に活かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・健診は内科健診及び歯科健診を実施し、結果内容に

ついては、文書や場合によっては歯のイラストなども

使用して、保護者に伝えています。結果のお知らせに

は嘱託医の連絡先も記載されているため、保護者が心

配な点があった際は、直接嘱託医に連絡が取りやすい

工夫がされています。また、健診の前に保護者から相

談を受けた際は、健診時に嘱託医へ確認し、保護者に

伝えています。当日欠席した子どもは、嘱託医や主治

医のところで受診し、保護者から報告をもらっていま

す。 

 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等の

ある子どもについて、医師からの指示
  

・アレルギー対応に関しては、横浜市及び本部のガイ

ドラインを職員間で共有し、ガイドラインに沿って実
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を受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

 

施されています。保護者へは入園前面談で説明すると

ともに園だよりにて、生活管理指導表などの必要書類

や、主治医への書類の説明、また具体的な提供方法な

ど食物アレルギーの対応について知らせています。 

・食事の提供においては専用のトレー、お皿、コップ

などを使用し提供しています。また、提供する食事に

はトレーごとに園児名とアレルゲンの種類などが書

かれたカードを載せるとともに、提供前に職員がカー

ドを読み上げ、栄養士、調理員で確認してから提供す

るなど、誤食防止を徹底しています。 

・職員は自治体や本部で行われるアレルギー疾患等に

関する研修を受講し、必要な知識や情報を得たり、技

術を習得しています。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・食に関する豊かな経験ができるよう、年間指導計画

や月間指導計画の中で食育に関して記載する欄を設

け、取組んでいます。 

・食事の前に、提供されている食材について、食材ご

とに赤、白、黄色など色別で栄養素が分かるようにす

ることで、食について関心を深める取り組みが行われ

ています。また、園庭でトマトやオクラ、はつか大根

などを育て、家庭に持ち帰ることができるようにする

ことで、子どもの食生活や食育に関する取り組みにつ

いて、家庭と連携しています。 

・子どもの発達に合わせた食事の援助として、箸やス

プーンなどの食具を選択できるようにし、幼児クラス

は陶器の食器を使用し大切に扱えるようにしていま

す。 

・食事量は個人差に応じて量を調節しています。また、 

少しでも食べて「おいしい」と感じたら、おかわりで

きるようにすることで、食の幅が広がるよう配慮して

います。 

・提供した食事を玄関先に置くことで、食事に関して

の家庭との連携につなげたり、保育参観日には、子ど
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もたちの様子を見た後に、子どもたちと一緒に保護者

が給食を食べる機会を設けています。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・献立は本部の管理栄養士が作成しています。喫食状

況について各園が本部に報告し、また園長会などでも

共有した上で、献立内容に反映されることもありま

す。 

・季節に応じた献立や、ちらしずしなどの行事食、ま

た、郷土料理や世界の料理として各国の代表的な料理

を取り入れています。 

・栄養士は全クラスの食事の様子を見るとともに、給

食ミーティングなどで、各クラスの喫食状況や食具の

使用方法なども確認しています。 

・衛生管理マニュアルにもとづいて衛生管理チェック

表を使用し適切に衛生管理が行われています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・連絡帳や日々の送迎時のコミュニケーションによ

り、家庭との日常的な情報交換を行っています。また、

各クラスのボードにてその日の活動内容を文書で伝

えるとともに、電子機器を使って、子どもの活動の様

子を写真のスライドとして閲覧できるようにしてい

ます。 

・クラス懇談会では、クラスの様子を伝えるとともに、

日常生活の様子を撮影してまとめたものを上映する

など、保育の意図や保育内容について、保護者の理解

を得る機会を設けています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ
  

・職員は日頃から積極的に保護者に声をかけるととも

に、一人ひとりの子どもの様子やその日の活動の様子
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るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

A 

 

A 

 

をエピソードを踏まえて伝えるなどの取り組みを通

じて、保護者との信頼関係の構築に努めています。 

・保護者からの相談に応じる体制として個人面談の機

会が設けられています。また個人面談以外にも必要に

応じて相談を受ける体制が整えられています。 

・懇談会では職員からのクラスの様子の説明のほか

に、保護者同士で話せる時間を設けるなどの取り組み

があり、保育所の特性を生かした保護者への支援につ

ながっています。 

・相談内容については、児童票に記録されています。

また、相談を受けた職員が適切に対応できるよう、判

断に迷った際は、園長に日頃から報告することを職員

に伝えています。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・送迎時の保護者と子どもとの関わり方や、日常の保

育の中での視診などを通して、虐待の徴候を見逃さな

いよう、子どもの心身の状態、家庭での養育の状況に

ついて把握に努めています。 

・虐待等の可能性があると職員が感じたり、気が付い

たことがあれば、速やかに園長に報告する体制となっ

ています。園長が必要と判断した際は、保護者と話す

機会を設けたり、区の相談窓口など関係機関を紹介、

連携する体制も整えています。 

・職員に対して、虐待防止ハンドブックや自治体で実

施される虐待に関する研修の受講を通して、虐待等に

関する理解を促すための取り組みにつなげています。 
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A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・日々の保育に関しては年間指導計画や月間指導計画

の保育に対する自己評価を通して、自らの保育実践を

振り返っています。また、年に 2 回行われる園長との

面談の際に使用する、スタッフシートを通して、定期

的に自己評価を行っています。 

・職員は自らの日常の保育の様子を撮影し、子どもの

心の育ちや意欲などの観点から保育を見直す機会を

設けています。見直した内容は、全体ミーティングな

どで検討され、互いの学び合いや意識の向上につなが

っています。 

・自己評価の内容を保育所全体の保育実践につなげて

います。具体例として、小規模園のため、就学に際し

て子どもたちが大勢の中で過ごすことへの不安があ

るという保護者の声を考慮し、系列の大規模園と交流

しお店屋さんごっこなどの活動につなげたり、市が主

催するイベントなどにも参加するなどの取り組みが

行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


